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暉峻義等関係資料について
























































































研図書館に収蔵され，「石原文庫」となっていた。和文 217 冊，欧文 214 冊の図書のほか，別刷り 2,787 冊があり，
朱印の「石原文庫」印は労働科学研究所で作成して押捺したものという。この一部が暉峻義等関係資料と一緒に紛
れ込んだと思われる。石原文庫については，小沼十寸穂「労働科学研究所収蔵の石原（修）文庫について」『労働
科学』65-3，1989 年，197-202 頁に詳しい。

写真１　「暉峻先生資料」の入った書架 写真２　「大日本産業報国会財団」備品マーク
44 大原社会問題研究所雑誌　№692／2016.6
る東京大学大学院経済学研究科博士課程の伊東林蔵さんに来ていただき，整理を進めた。現在，暉
峻義等関係資料①に関しては，暉峻の原稿や論文の別刷などを含む資料（7箱）をのぞく蔵書の仮
整理を終えた段階であり，以下はその概要である。
3　蔵書の概要
　暉峻義等の蔵書は，日本における労働科学の父といわれる彼の広範で旺盛な研究意欲を今に伝え
るものであり，専門とした医学・生理学，労働科学に留まらない幅広い分野の文献が含まれてい
る。結核，肺炎，梅毒などの彼が生きた時代の深刻な病についての研究書をはじめ，解剖学，精神
医学，遺伝学などの医学書と並び，労働問題，衛生問題，栄養問題，人口問題，青少年問題，婦人
問題などの多様な問題を扱った社会科学的研究書やルポルタージュが収められている。具体的な地
域の医療・衛生制度の調査・研究や社会生理学，民族衛生学，医学史を扱った文献から見えてくる
ものは，暉峻が医療・衛生を自然科学的な見地からだけではなく，社会・歴史の文脈に位置づけ，
社会実践的な見地から捉えていたということである。
　蔵書の構成は主に 19 世紀から第二次世界大戦までに出版されたものであり，わずかながら，18
世紀以前と戦後の文献も含んでおり，当時の医療・衛生の実態やそれに対する認識を知る重要な史
料となる。例えば，蔵書の中で大きな比重を占めるドイツ語文献のうち，戦前に出版された文献の
中には，Rassenhygiene（人種衛生学），Volkshygiene（民族衛生学），Eugenik（優生学）という
時代特有のテーマを扱ったものが多く，暉峻が大日本産業報国会や大政翼賛会の主導的地位にあっ
た人物であることを鑑みれば，日本におけるナチズムやナチズム以前の優生学的思想受容のあり方
を示す貴重な史料となると考えられる。
　また世界各地の医療・衛生事情を扱った文献もあり，ソ連の衛生教育事情からチェコスロヴァキ
ア，ボスニア・ヘルツェゴヴィナなどの欧州の小国の他，満州，ペルシア（イラン），日本などア
ジア諸国の衛生実態についての文献も多く，アボリジニーやジャマイカ人，ユカタン半島のネイ
ティヴ・アメリカンの代謝について扱った文献までも所蔵している。在米中国人の少女の代謝につ
いての研究書は，暉峻の蔵書の中にあっては人種衛生学的な文脈で捉えていたという推測を拭えな
い。
写真３　整理中の様子
暉峻義等関係資料について（伊東林蔵・榎一江）
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　暉峻が所蔵していた和書には，洋書とは異なり，農業，食糧といったテーマが多く，仏教と医
学，インドの神話のように宗教・文化と医学の関係を扱った人文科学系の書物が含まれている。と
はいえ，医学教育，家計消費，貧困，保健師といった当時の日本社会が面と向かわざるを得なかっ
たアクチュアルな問題を扱った文献が主である。他にも三菱長崎造船所の神経衰弱や炭坑夫の眼球
震盪についてなど個別具体的な労働問題の研究書も所蔵している。
おわりに
　本稿は，労働科学研究所旧蔵の暉峻義等関係資料の移管の経緯と資料の概要を述べてきた。残念
ながら，その全貌はまだ見えておらず，一般に公開できる状況にないことは断っておかなければな
らない。
　実際のところ，すでに多くの分析がなされている暉峻義等に関して，今回の資料がなにがしかの
新しい知見をもたらす保証はない。しかしながら，これまでの分析が，暉峻義等の著作そのものを
読み込み，分析してきたのに対して，その作品の基礎となった蔵書や原稿の分析を行うことは学術
的に重要な作業となるであろう。とりわけ，暉峻が重要な役割を果たした戦時期の労働と生活をめ
ぐる政策に関する再検討は進められるべき課題である。また，暉峻の蔵書は当時の医師が得たドイ
ツを中心とする西洋の研究成果を知る手掛かりともなり，医療・衛生に関する日独関係史的な分析
も可能となるだろう。引き続き，資料の整理を行い，研究利用が可能となるよう公開準備を進めた
い。
（いとう・りんぞう　法政大学大原社会問題研究所兼任研究員）
（えのき・かずえ　法政大学大原社会問題研究所教授）
＊本稿の執筆に当たっては，「3　蔵書の概要」を伊東林蔵が，その他を榎一江が担当した。
＊本研究は，JSPS 科研費 24530407（「戦時期の労働と生活に関する基礎的研究」）の助成を受けたものである。
